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爾割  国ジ上クト  ウラスター「プード J

北海道は食産業立 F理 の形成に向けて、産学官全のオー ル北海道体お1で 「食」の高付加

価値化 を日指す食クラスターf舌動 を展開中です。その活動の一環 として 2013年 度よ

リスター トさせた入材育成事業が「ワー ド塾」。

この「ワー ド塾Jは、通内各地域で食に携わるキーバヽソンにマーケテ イング戦略を

身につけていただ くことによ り、 力ある商品 (絶 ::L)の 開発に取 り組 む とともに、

研修で構築 したネットワークを活用 し、地域のプロジェク トを展開して、 「食クラスター

活動」を、今 よリー層推進 させてい くことを霧的 としています。



1

研修は全3回 、札幌と東京で実施。全国的に

活躍しているマーケティングや流通、ものづくり

のプロ違を講師に迎えての充実した7日 間。

2

講義は聞くだけでなく、参加型。塾生同士が

アドバイスをしたりされたり、自然と一体感が生

まれていく。最初は固かった塾生たちの表情も、

だんだんと自信に満ちた笑顔に変っていく。

3

自社製品の紹介からllF修 はスタート。地域や

「食」への思いが、次々と披露される。

4-8
塾生も講師もお互い真剣。講義や実習、グルー

プ討議を重ねる中、数多くの気づきを得て、戦

略やヒント、ノウハウを学びとっていく。

9

修了直後のフード塾 3期生と講師・スタッフ陣。

この場で得られた絆は将来に続いていく。

10

東京の研修では、実験型店舗など、工夫に満

ちた流通現場の最前線を視察。

11

視察後は、どんなものが、どんな理由で気になっ

たかを各自発表。ユーザー視点にたったモノづく

りについて、実感を伴った理解を深めあう。

12

業種や年齢の違う者同士だからこそ、新鮮で刺

激的な意見交換の場が出来上がる。

13

研修の集大成は自社の強みや課題を明らかにし、

今後 3カ年の計画づくりに取り組むこと。

14

各自、「フード塾」修了証を授与されて、研修

は終了。自らの決意に立ち向かうには、現場に

戻ってからこそが本番c

15

成果報告会や 1・ 2期 生との情報交換会、バ

イヤー相談会など、研修後もフォローアップ。

2015年度「フード塾」開催概要0スケジュール

フー ド塾 (全7日 間)

●第 1回 :2015年 9月 10日 。11日

●第 2回 :2015年 10月 21日 ～23日

●第 3回 :2015年 11月 19日 020日

報告会 (成果発表会)

●2016年 1月 13日  本L幌市

札幌市

東京都

札幌市

「 フー ド塾 」研 修 は、全 3回 ・ 7日 間。

多彩 な講師陣による講義はもとより、首都

圏の先進企業視察や演習、討議のほか、実

際に受講 される塾生ひとりひとりが「 3か

年計画」を作成するなど非常に実践的な内

容。研修終了後 も、講師陣によるフォロー

が行われます。



9:30,10130 オリエンテーション:

フード塾の狙いと進め方、自己紹介 橋本佳往

10:30‐ 12100 講義 :

なぜ、絶晶マーケテイングなのか 一この塾の目的一 三浦功

売れたら商品、売れないものは製品。市場調査は身近

にあり、その気で「見る」ことが大切と知りました。

普段の買い物で商品を買つた理由をその都度考えるよ

うになりました。人の買しヽ物も気になります。供給側

として、今意で考えてこなかつた、新しい気付きです。

商品に対する見方は女性と男性で大きく違しヽ、「今だ

け、ココだけ、アナタだけ」が人を動かす。女性をタ

ーゲットに、女心を揺さぶる商品づくりがしたいです。

13100‐ 14i30 修了生スピーチ :

1期生代表による、

修了後の取組成果等の発表

北日本フード欄 酒井秀彰

開ほんま 出田早苗

1445■ 6:15 講義と,寅習:

地域絶品マーチヤンダイジング
ーわかりやすい地域絶晶づくりの進め方― 佐竹嘉廣

16:30‐ 18100 講義 :

ヒットの法貝J

―売るための戦略～編集者・メデイア視点から一 村澤規子

争100¨堰3:30      :

チヤネル戦略 ―価値伝達と価1直書1造のチヤネルー 三涌議

10145-12:15 講義 l

営業戦略の実務 ―営業強化法5か条 一 吉jll京 I

「モノ」を売るより「コト」を売る。「わあ :う れし

い !あ りがとう !」 の共感を生みだしたいです。

すべてのコス ト負担は消費者、解決策は消費者が持つ、

解・F_力 !ま 自分にしかなしヽのだと思い知りました。

お客様は進化する :この事実に気付かない振りをして

現状・歴史に満足 してしヽたと思います。

同じ商品でも、バツケージやサイズ、売り場所などで、

売れ行きが全く違うことに驚きました。

自社の強みと弱みをしつかり洗い出し、具体的に解決

策をたてて、取り組みたいです。

13115ゃ 4ヽ:45 講義:

「どさんこプラザ」のマーケテイング
どさんこプラザ札幌店長

吉岡史世

15100-16:45 講義と演雇肇

我が社の申期マーケテイング 3か年計画
一企業分析とSVVOT分析 一 吉∫:1京二

16:45‐プ115 講義:

東京祝察での見方・考え方 橋本佳往

1l ЮO-12:30 講義 :

売れる地域産品に求められるもの
(株)オフイス内田

内田勝規
人の話を聞く、めげない、日々の積み上げができるな

ど、成功する人の秘訣がrp象 に残りました。

小食分 l■ 、やわらかいもの、薄味、健康志向をキーワー

ドとして、女性目線で商品を考えていこうと思います。

6次産業化と農商工連携の違しヽに気づきました。首都

圏で売る事ばかり考えていましたが、メジャーなもの

を地元で販売するという考え方は新鮮でした。

12:30‐15:00 現地視察Part電 :

最新商業施設と地域産品ストア視察
新丸ビル「日本のご馳走 えん」/
東京駅「ニッコリーナecute店」

佐竹嘉廣

橋本佳往

15:00…1645 講義 :

マーケテイングの本質とブルーオーシャン戦略 大寺規夫

17:00… 18145 講義 :

農商工連携の取組み実践

(株)オ ブヽラ

小原繁



9:50-15i00 現地視 PaFt21
最新の流通現場を視察
アードストア「あおき」東京豊洲藤

日吉 東 急 avenue//
ザ・ガーデン池袋店

15:00‐ 16:30 講義 :

視察の感想と意見交換

l a45‐ 18:15 講義 :

品質管理の重要性
―食の安心・安全性への取組み ―

ターゲツトを絞つて、作り手志向の差別化ではなく、

お客様価値で違いをつくる必要を強く感じました。

売れる現場は店全体の雰囲気づくりが違いました。手

書きボップの商品説明があたたかく、良いものをわか

りやすく伝える方法を学びました。

1 他店、他商品との比較は極めて重要。田舎にばかりい

| ては分からないと痛感じました。

1 設備さえ整えれば品質管理はできると思つていました

| が、社員の意識をどう変えるか、が大事でした。

佐竹嘉廣

橋本佳往

佐竹嘉廣

太子食品工業榊
工藤卓男

]:00-15:00 ゲJレープ討議:

SWOT分析事例lll究と個別指導 講師全員

15110‐ 15:50 宿題解説:

3か年計画づくりの説明 吉川京二
物売りの現場がここまで変化しているのかと驚きまし

た。ウェブ戦略は必須 l自 分自身はネット販売を利用

していながら、自社では後回しにしていました。

16:00-17:30 講義 :

通販・ネツ随 販戦略

13:00-16100 グループ討議/事例:

地域絶品マーケテイング
3か年計画の検討会議

(公社)日本通信販売協会

柿尾lE之

講師全員

16ЮO-21:00 個人作業と個Ell指導 :

地域絶品マーケテイング

3か年計画作成

: 商品開発について、違う視点から考察する術を学ばせ

: てもヽただき感謝しています。売れる商品を作ります 1

~`~…
1「

ノ
~~"｀~~~~… …‐一― ― ―一一一 ・ヽ……・… …… … =―― ――‐ ‐・ヽ

ギ
~‐・‐~｀ "・・́………‐―……………… ……―――…‐―――………・‐‐―‐―……

: 「絶品づくり」「マーケテイング」の主テーマに限らず、

: 会社を経営するうえで重要なことを多く学びました。
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9:00-15:00 講義 :

修了レポート発表と講評

講師全員

講師全員

15100‐ 16100 特男Jスピーチ:

「フード塾から1年」
2期生代表による、
1年後の成功事lallの 発表

闊MOVE 泉澤章彦

山加製粉lkl 藤沢和恵

鳥越漁業い 鳥越浩一

1000～ 修了式 :

修了証授与、贈る言葉



2015年 9月 10日 (木 )//2015年 11月 20日 (金 )

◇3期めにあたる2015年度の「フード塾」は、グループ討議で塾生全員の3か年

計画を皆で検討しあうなど、交流の時間をより増やして取り組んだ。共催の北洋

銀行にも会場提供など多くのご協力をいただき、無事に終了した。

今「フード塾」修了生は、今年度の3期生をあわせ、63名 。講師と修了生の絆は

もとより、修了生同士の絆を深める交流の場も盛り上がり、今後につながるネッ

トワークを全道各地に拡大 構築することができた。

◇全7日 間の研1多 の初日と最終日、先輩たちによる特別スピーチが行われた。

「フード塾」で得られた「気づきJと、現場に持ち帰つて課題 目標に取り組んだ

「生の声」の成果披露。貴重な情報交換の場となつた。

◇写真はスピーチをしてくれた1期 2期の修了生たち.左上 Jヒ 日本フード(株 )

の酒井さん、右上 (株)ほんまの出田さん、左下 (株)MOV目の泉澤さん、下中・

鳥越漁業 (本朱)の鳥越さん、右下 山加製li(株 )の藤沢さん。

0フード塾も3年目。修了生同士のり1/― ションが築かれ、コラボ商品も続々と生まれつつある。

1期 。
(有 )ファインリ′ヾ一企画 書川さん

X l期 。(有 )渋園産業 渋国さん

函館塩ラーメン「えん楽」の新メニュー「函館スバイ

シープルト～やみつき香辛麺～」で、渋国産業のキク

ラゲを使用し北海道道南産の食材活用をプラス。

1期 。(株)わ らく堂 関根さん

X l期 く有)余 潮農園 余湖さん

余湖農国のトマトピューレを使用して、プラックペソ

バーとチーズを合わせたトマトクツキーを試作。1年

以上の試作を繰り返し、「とまつち―ずJが完成。

1期 ,北 日本アード(株) ,画 井さん

X l期 。(有 )余湖農園 余濶さん

北日本フードの「あじわい紅自生酢」「あじわい紅自

ゆず生酢」に、余湖農園が2015年 11月 21日 ～12月

末までで約20トンの大根を納品。

1期・Food Ofttce Masa臨 i 大友さん

X l期・江 Ell製 粉 (株 )山 口さん

アスパラガスの出荷時に廃棄される「切り下」の有

効活用に着手し、地元製粉会社を通して江別製粉

の協力のもと「美幌アスバラ入りうどん」が完成。

2期 。(株),1:島 旅館 松本さんX2期 。(株)KITA COVO

圏畑さん、3期。(株 )励1琲専科ヨンタ三野富さん

地元生7L&道産素材の「BUTTER F:ELD」 が完成。

KITA COVOの山わさびを使つたパターが人気。現在、

ヨシダとコラボしたドライベジタブルバターを試作中。

2期。(株 )カネキ小飼商店 4ヽ飼さんX2期・松本さん、

2期・服部機 、理期,平∫l柊ん、3期。本1上さん

フード塾修了生に協力を仰ぎ、初の「有料試飲会」を開

催。日本酒お好み3種と「北海道の絶品おつまみセツト」

を提供し、好評を博した。今後も回を重ねて継続予定。
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● 三浦 功 (み うら いさお )
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手憂モ姜ヨ社、手≡薫 ′サーチ七ンターを経
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え毛.1夫著:警がある。

● 青 島 弘幸 (あ お しま ひろゆき)

1953年東京者「生まれ。1977年慶応義塾大学

卒業後、パイオニア欄入社。同社のマーケテイ

ンタ、商品企画、新規事業開発業務 :こ 従事。

2008年 11発 コンサリレティングを創業し、lt表

に就任。ビジネスコンサルタントとして、新事業

新商品開発やマーケテイング支援を推進中.

轟本マーケテイング塾取締役、中小全叢診断

士.蓄書にFブルー・オーシャン戦略のプボか

よ～くわかる本 J

● 佐 竹 嘉 廣 (さ たけ よしひろ)

霜つこ3年富城呉生まれ。東海大学卒業後コン

ピニニンスストアサンクス:二入社.業界初の

テルド十師の企画開発_よぎこいソーラン弁当、

壽ツプ春再など露発。平成19年 フード企画=
ンサルタント含同会社麿籠を設立.森永製菓、

ニチレイフーズ、J豊富良等カレーなど食f)プ

頭デュースから商品企画開発、市場化へのトー

タルサネート業務を手掛けてしヽる。

● 橋 本 佳 往 (は しもと よしおう)

1953年石

'1県

生まれ。1976年金沢大学法文

字部哲学科心理学専攻を卒業後、輌リクルート

センター(現 リクルートホールディングス)入社。

広告事業部 F写 、組織活性化事業部門等を経て

、電9事 9年 リクルート退社。企画開発会社 ,コ ン

サルタント会社、:T企業等を経て、2009年 社

団法人流通問題研究協会常務理事に就任。

2010年 5月 専務理事、現在に至る。(財 )いし

かわ農業人材機構6次化産業研1彦講師.

● 吉 jll京二 (きつかわ きょうじ)

嗜043年広島県生まれ,1903年 山田大学卒業

後、‖プリヂストンに入社.支店を経て、タイヤ

館業態蘭発、プリデストンFVS属 .コクビット事

業言F長、プリテストン東北支店長兼北海道支店

長を歴任。200f年 同社を退社し、■ケーズマー

ケテイングを設立.マーケティング、チャネル戦

略構築、経営システム、FC事業サポートコンサ

リンテインタなどを行う。

● 村澤 規子 (むらさわ の OJこ
)

北海道パリェースコープ(株 )「 ぐうたび北海

道」編集長く日本大学芸術学部波送学科脚本

コース卒業`元「北海道じゃらん」員J編集長で、

ヨヒ海道の食と観光をテーマlcした記事を多数、

手推卜けている。「宣伝会議」札幌校の編集 ラ

イター養成講座を担当、札幌商工会議所付属

専門学校北海道観光学科「北海道の食文化」

「1ヒ海道の生産J講師や「」R北海道オリジナル

駅弁J審査員等の経験もあり。



戦略産業雇用創造プロジェクト

2015年度 食クラスター「フード塾」(Ⅲ期)研修修了者

秋山 公司

浅利 あけみ

天野 洋海

宇野 剛司

尾形 宗威

柏村 章夫

喜多 俊晴

小鹿 卓司

小林 みさき

三野宮 厚子

竹下 耕介

田村 直人

中野 賛

中野 信之

沼田 正俊

野澤 幸平

平野 勝幸

廣野 徹

古村 勝

星野 岳夫

堀之内 信次郎

村上 ミサ恵

横田 憲人

※以上、五十音順

森町

札幌市

新ひだか町

天塩町

利尻富士町

江別市

紋別市

稚内市

岩見沢市

帯広市

中標津町

新ひだか町

余市町

幌加内町

足寄町

岩内町

釧路市

旭川市

増毛町

苫小牧市

乙部町

根室市

岩見沢市

株式会社 ジョウヤマイチ佐藤 営業部長

有限会社 マルキタ北友 代表取締役

有限会社 マルテンストアーお料理あま屋 代表取締役

株式会社 宇野牧場 代表取締役

TSUKI CAF亡 代表

Ambitious Farm株式会社 代表取締役

株式会社 オホーツクファーム喜多牧場 代表取締役

有限会社 御菓子司小鹿 代表取締役社長

GUPPY edu Lab、

株式会社 功口琲専科ヨシダ 代表取締役

有限会社 竹下牧場 代表取締役

株式会社 アンビックス みついし昆布温泉 蔵三 総支配人

Caf'e dilode 代表

NPO法人 シュマリナイ湖ワールドセンター 理事長

有限会社 足寄ひだまリファーム 代表取締役

株式会社 まるりょう野澤商店 代表取締役

有限会社 9‖路フィッシュ 代表取締役

高砂酒造 株式会社 企画部部長

古村農園 /飲食店 8ヽるふるトマト 代表

株式会社 グリーンサプライ 代表取締役社長

居酒屋和がや 代表

有限会社 かねむら村上商店

フードクリエイトジャバン 株式会社 代表取締役
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海道

北海道経済部食関連産業室 食クラスターグループ

〒060-8588 ホL幌市中央区北3条西6丁 目

TEL 011-204-5979 FAX 011-232-8860


